
　沼田市社会福祉施設連絡会は、沼田市内における社会福祉

施設が連携することにより、地域課題を共有し、解決に向け

ての協議を行うことで広く地域福祉の向上に資することを目

的とし、令和４年に立ち上がりました。

　５月２０日（火）、沼田市保健福祉センターにて総会及び職

員研修会を開催しました。職員研修会では、日本赤十字社群

馬県支部の指導員５名を講師に迎え、防災マップの作成を通

じて、災害発生時に地域で何が発生するか、被害をどのよう

に減らすか等をグループで話し合い、防災意識を高めました。

　今後、高齢・障がい・児童の分野を超えた交流や公益的な

取組の検討、防災や居場所づくりなどの研修会を実施してい

く予定です。
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　少子高齢化や単身化の進行、社会情勢の変動に
より、人々の活動や交流、就業、雇用情勢に大き

な変化をもたらし、生活困窮者の急増のほか、住民の社会参加、交流活
動やボランティア活動、地域での支え合い、見守り活動に大きな影響を
及ぼしている中、今年度は団塊の世代が75歳となり、地域生活課題の複
合化・複雑化がより進むと予測されています。
　改めて地域の課題を明確にすることにより、課題解決に向けた今後の
取組を示し、地域福祉推進の羅針盤として、「ふれ合いと支え合いの健や
かなまちづくり」を基本理念とした第５次沼田市地域福祉活動計画に基づ
き、社会情勢の変化や地域ニーズ等を注視しながら、果たすべき地域福
祉の役割を示すとともに、多用かつ複合的な課題に対し相談体制の拡充
を図り、関係機関と連携し、「包括的支援体制の強化」を推進します。

１ 法人経営・組織基盤強化
２ ボランティア活動の推進
３ 社協ホームページ及びSNSを活用した

情報発信の強化
４ 生活支援体制整備事業の推進
５ 相談機能充実の強化
６ 災害時・緊急時の支援体制づくりの推進
７ 成年後見利用促進事業の推進
８ 法人後見事業の推進
９ 地域包括支援センター事業の推進
10 共同募金事業の推進

令和７年度収支予算

令和7年度事業計画

令和６年度収支決算
単位：円社会福祉事業

収 　 入 　 合 　 計

基本方針 重点目標

収 　 入 　 合 　 計

金　　額
3,725,000
760,000

73,116,000
112,243,000

650,000
21,674,000
72,456,000
4,061,000
573,000
9,000

6,499,000
25,340,000
3,616,000
7,028,000
17,542,000
16,944,000
14,144,000

380,380,000

会 費 収 入
寄 附 金 収 入
経 常 経 費 補 助 金 収 入
受 託 金 収 入
貸 付 事 業 収 入
事 業 収 入
介 護 保 険 事 業 収 入
障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 収 入
助 成 金 収 入
受 取 利 息 配 当 金 収 入
そ の 他 の 収 入
積 立 資 産 取 崩 収 入
事 業 区 分 間 繰 入 金 収 入
拠 点 区 分 間 繰 入 金 収 入
サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 収 入
そ の 他 の 活 動 に よ る 収 入
前 期 末 支 払 資 金 残 高

区 　 　 分収 入

単位：円公益事業
金　　額
1,000,000
64,037,000
960,000

55,892,000
5,832,000

127,721,000

経 常 経 費 補 助 金 収 入
受 託 金 収 入
事 業 収 入
介 護 保 険 事 業 収 入
事 業 区 分 間 繰 入 金 収 入

区 　 　 分収 入

支 　 出 　 合 　 計

金　　額
79,558,000
5,930,000
38,617,000
3,616,000

127,721,000

人 件 費 支 出
事 業 費 支 出
事 務 費 支 出
事 業 区 分 間 繰 入 金 支 出

区 　 　 分支 出

金　　額
270,025,000
36,861,000
22,521,000
651,000

4,959,000
500,000
388,000

2,289,000
5,832,000
7,028,000
17,542,000
11,024,000
760,000

380,380,000

人 件 費 支 出
事 業 費 支 出
事 務 費 支 出
貸 付 事 業 支 出
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
固 定 資 産 取 得 支 出
ファイナンス・リース債務の返済支出
事 業 区 分 間 繰 入 金 支 出
拠 点 区 分 間 繰 入 金 支 出
サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 支 出
そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出
予 備 費 支 出

区 　 　 分

支 　 出 　 合 　 計

支 出

支 　 出 　 合 　 計

金　　額
313,407,639
48,461,047
53,208,780
530,000

4,644,800
367,649

4,056,239
2,020,220
1,776,481
9,797,381
8,397,784
14,908,192
9,511,800

471,088,012

人 件 費 支 出
事 業 費 支 出
事 務 費 支 出
貸 付 事 業 支 出
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
固 定 資 産 取 得 支 出
ファイナンス・リース債務の返済支出
積 立 資 産 支 出
事 業 区 分 間 繰 入 金 支 出
拠 点 区 分 間 繰 入 金 支 出
サービス区分間繰入金支出
その他の活動による支出

支 出 区 　 　 分

単位：円

収 　 入 　 合 　 計

金　　額
3,673,750
16,093,200
74,162,099
178,564,885

418,000
21,320,496
124,393,965
4,622,040
1,206,865

8,215
9,039,005
9,776,481
9,797,381
8,397,784
14,908,192
18,565,350
87,361,766

582,309,474

会 費 収 入
寄 附 金 収 入
経 常 経 費 補 助 金 収 入
受 託 金 収 入
貸 付 事 業 収 入
事 業 収 入
介 護 保 険 事 業 収 入
障害福祉サービス等事業収入
助 成 金 収 入
受 取 利 息 配 当 金 収 入
そ の 他 の 収 入
積 立 資 産 取 崩 収 入
事 業 区 分 間 繰 入 金 収 入
拠 点 区 分 間 繰 入 金 収 入
サービス区分間繰入金収入
その他の活動による収入
前 期 末 支 払 資 金 残 高

収 入 区 　 　 分

社協 ぬまた （令和７年７月１日）



社会福祉協議会の運営にご尽力いただき、このたび退任された役員を紹介します。

《理　事》田村博史　青地俊則　大渕　一　長谷川信次　　　《監　事》中澤和義　
《評議員》根岸恒雄　吉野美枝子　井上英子　戸丸和夫　須田章夫　富田　孝　　（敬称略）

《会　長》松井弘樹　　《副会長》井上政道　中島庸一　　《常務理事》川方一巳　　　　　　　　
《理　事》宮下　宏　⻆田髙信　小野光良　西山裕子　鬼頭善雄　小野要二　井上正文　小野光一　北澤　昇　林　秀彦
《監　事》池田富枝　栗原明男　鈴木圭子
《評議員》中島茂幸　中澤　均　小林昭紀　布施辰二郎　根岸俊夫　小林活代　小林兵衛　田島　護　髙山恭昭　伊藤福江
　　　　　角田郁夫　唐木富雄　若杉辰雄　岡村親男　　佐伯岳彦　藤塚泰男　竹之内篤　関　里美　内藤麗子 （敬称略）

福祉サービス利用援助事業
（日常生活自立支援事業）

あなたのくらしの安心をお手伝いします！

沼田市社会福祉協議会役員　ありがとうございました

沼田市社会福祉協議会新役員　よろしくお願いします

高齢者や障がいのある方々が住み慣れた地域で安心して生活できるようにサポートいたします。

ぬまた成年後見
支援センター

　「ぬまた成年後見支援センター」を設置し、成
年後見制度の周知・啓発を行うとともに、「中
核機関」としての機能強化を図ります。

　認知症、知的障がい、
精神障がいなどによって
物事を判断する能力が十
分でない方について、援
助者（成年後見人等)が契
約や手続きをするなど、
法律的に支援していく制
度のことです。　

フードバンクぬまた
食料品の寄付をお願いします
　ご家庭で眠っている食料品を寄付していただき、必要と
している人に無償で提供する活動を行っています。
　米・乾麺・缶詰・瓶詰など賞味期限が３ヶ月以上ありま
したら、受入窓口であるごったく広場（利根沼田地域ボラン
ティアセンター）までお持ちください。
※米など重い物については社会福祉協議会へお持ちください。
　また、フードバンクを利用したい人は、沼田市
社会福祉課か社会福祉協議会に相談してください。

通帳や印鑑、年金証書などを
お預かりします。
※預かりサービスのみの利用はできません。

　認知症高齢者や知的障がい・精神障が
いがある人、判断能力が十分でない人
（契約内容をある程度理解できる人が対
象です）

福祉サービスの情報提供や利用手続きのお手伝い
をします。

福祉サービス利用のための支援

・生活費を銀行から払い戻すお手伝いや使
い方のアドバイスを行います。

・福祉サービス利用料、医療費、税金など
の支払いをお手伝いします。

日常的な金銭管理の支援

※サービス開始から利用料がかかります。
※ご利用までに申し込み・契約などが必要になります。
　必要に応じて担当者が訪問し、説明します。

書類などの預かりサービス

お問い合わせ
社会福祉協議会　生活支援係
沼田市保健福祉センター内　☎２５－３２６７

お問い合わせ
社会福祉協議会　生活支援係
沼田市保健福祉センター内　☎２５－３２６７

お問い合わせ
◆ごったく広場　沼田市下之町892－8（テラス沼田西側）
　　　　　　　　　　☎２２－１７６０
◆沼田市健康福祉部社会福祉課　テラス沼田３階　
　　　　　　　　　　☎２３－２１１１
◆社会福祉協議会　生活支援係　沼田市保健福祉センター内
　　　　　　　　　　☎２５－３２６７

対象者

＊成年後見制度とは…パンフレット

作成しました



沼田市共同募金委員会事務局（社会福祉協議会内）
沼田市東原新町1801-72沼田市保健福祉センター1階
　　　　　　　☎２５－３２６７

お問い合わせ及び提出場所………… …………

令和8年度実施事業地域配分
共同募金配分申請を受け付けます！

申請受付は 9月1日(月)～ 9月30日(火)

運営費配分

◇１申請あたり3万円

対象者…任意団体

任意団体の運営費

対象者…沼田市が取り組む「お互いさまのまちづ
くり｣を担う第２層コーディネーター及び第
２層協議体(中学校区単位の住民同士による
課題解決の仕組みづくりを推進する組織）

◇１事業あたり2万円（１申請者あたり２事業まで）

　地域住民の困りごとに対し、住民同士が支え合って
解決を試みる主体的活動（お互いさまのまちづくり）

地域コミュニティ構築支援活動配分

①住民主体の防災訓練・防犯・マップづくり・担い手
養成研修

②居場所などの住民の拠点づくりで、特に制度の狭
間のニーズに応えるために企画される事業

(例)ふれあい会食会、昔遊び教室、子ども食堂、認
知症カフェ、介護者教室など

施設・設備・備品整備配分

◇１申請あたり35万円(総事業費の75％以下)

　福祉サービスの利用者へ直接サービスを行うため
の建物を増改築・改修・修繕し、またはサービスを提
供するために直接使用する設備および備品を整備す
る事業

対象者…保育所・認定こども園・学童保育所・NPO
法人・地域活動支援センター・任意団体ほか

事業経費配分 

◇１事業あたり25万円(総事業費の75％以下)

対象者…保育所・認定こども園・学童保育所・NPO
法人・地域活動支援センター・任意団体 ほか

地域福祉の推進を目的とした事業

※任意団体は、規約・役員体制・組織体制などが整
備され、発足１年以上の団体が対象になります

　(１申請あたり２事業まで)

安心・安全のまちづくり事業活動配分 

◇１申請あたり5万円（総事業費の85％以下）

①児童・生徒の登校時防犯パトロール活動
②ひとり暮らし高齢者・高齢者世帯・障がい児者等の

定期的な見守り活動
③ひとり暮らし高齢者・高齢者世帯・障がい児者等の

雪かきネットワークづくり
④地域における防災マップ・見守り支援マップ等の製

作活動

　地域で実施する地域住民主体の安心安全のための
まちづくり事業

対象者…任意団体・自治会等地域団体　　

申請受付は 9月1日(月)～ 9月30日(火)

赤い羽根共同募金
　　歳末たすけあい募金
ご協力お願いします

　１０月１日から共同募金運動が全国一斉に展開されます。
　この運動は、みんなで支え合い、住み慣れた地域で安心し
て暮らせるよう地域の福祉活動を支援します。
　皆さまからお寄せいただいた大切な募金は、地域の子ども
たち、高齢者、障がい者などを支援する様々な福祉活動や、
有事の際に活動するボランティアの育成などに役立てられます。
　皆さまのご理解とあたたかいご協力をお願いします。

社協 ぬまた（令和７年７月１日）



地 域 話 題の あれこれ

第１回子ども想いでプロジェクト ズッとね Festival 利根・多那中学校区

　岩本町では、近所の井戸端会議のような気
楽な形で座談会を行い、その中で関心の高か
った防災について、防災ミニ講話として勉強
する時間を設けました。
　防災専門官を講師に招き、防災テントの設
営方法などを学び参加者は真剣に耳を傾けて
いました。これを機に地域での防災訓練開催
につなげていきたいという意見もでました。

地区　住民座談会 防災ミニ講話 西中学校区

地域で気軽に集い、支え合う活動「お互いさまのまちづくり」が広がっています。

白蛇
みこし

追貝
獅子舞

フィナーレの
餅投げ

　〝利根町の子どもたちの想い出づくりに繋がるイベントを開催したい という地域の方たちの想いから
実行委員会が発足し、４月29日（火）昭和の日、利根地区コミュニティーセンターにおいて、 『第１回子
ども想いでプロジェクト　ズッとねFestival』が開催されました。
　イベント当日は天候にも恵まれ、500人を超える来場者がありました。利根地域の事業所・学校・企業
によるワークショップや地元の団体による食べ物の出店があったほか、子どもたちによる全長約20メー
トルの「白蛇みこし」や、追貝獅子舞踊り、お笑い芸人などが会場を盛り上げ、最後には大抽選会や餅投
げもあり、子どもたちの笑顔あふれる１日となりました。



ボランティアセンター

＊壊れたおもちゃに新しい命を吹き込む＊

だより

　小学生以下のお子さん向けおもちゃの修理を原則無
料で行なっています。ただし、部品などの実費がかか
る場合があります。
　危険なおもちゃや直接電源をとるおもちゃの修理は
扱っていません。また、直せないおもちゃもあります
のでご了承ください。

　機械や電気全般に興味があり、以前からおもちゃ病院も気になってい
て、平成26年からおもちゃドクターになりました。どういう風にした
らなおるんだろう？どんな仕組みになっているんだろう？と考えること
がとても楽しい。よみがえったおもちゃをみて子どもたちが喜んでいる
姿にさらに喜びを感じています。沼田市以外からも沢山の方が訪れま
す。イベントによばれておもちゃの病院を開催することもあります。
※使わなくなったおもちゃの引き取りもしています。
　（壊れたおもちゃの部品として使用させていただくことができます）

高齢者や障がいのある人が住み慣れた地域で安心して生活できるようにサポートいたします。

地域でキラリ ボランティアグループを紹介します

毎月第 2 土曜日  10:00～12:00
コミュニティテラス 6 階会議室で開催

　２か月に一度、奇数月の第２金曜日に、使
用済み切手の仕分け等をお手伝いしていただく

「ちょこっとボランティア」を開催しています。
　申込み不要、午後２時～４時までの間、ご
都合の良い時間にご参加ください。

「おもちゃのドクター」

片野 順一さん

【場　所】沼田市保健福祉センター内

おもちゃ病院

収集ボランティアの日
「ちょこっとボランティア」

開催中！

※月により部屋が異なります。
　参加当日、社会福祉協議会受付で
　ご確認ください

【日　時】令和７年８月21日（木）
　　　　　　午前の部　10時～12時
　　　　　　午後の部　1時30分～４時
【場　所】沼田市保健福祉センター１階
【内　容】車イス体験・高齢者疑似体験・
　　　　　ブラインドウォーク・
　　　　　点字・ボッチャなど

【申込み】不要、時間内自由参加
【お問い合わせ】　協働推進係　☎25－3267
♪お友達や兄弟、親子で自由に体験してみよう♪

学校で行っている福祉体験学習を
体験してみませんか！

＊「ふくし」についてのクイズやゲームもあるよ！

ちょこっと 体験学習夏休み

《団体概要》
　平成11年設立。おもちゃ図書館に付随しおこなっていたが、
閉館後も単独で活動。平成31年に日本おもちゃ病院に登録。
現在おもちゃドクター２名
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地域包括支援センター　☎２２－１１１２　（直接窓口での申込みも受け付けています）

　認知症について、正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人や家族を温かい目で見守る応援
者「認知症サポーター」を養成します。

【日　時】８月29日（金）　午前10時～11時30分（受付：午前９時45分）
【場　所】沼田市保健福祉センター　会議室103
【対　象】市民（企業等団体での受講は、社会福祉協議会出前講座をご利用ください）
【定　員】30人（先着順）　　　【受講料】無料
【申込み】７月17日（木）～７月31日（木）までに地域包括支援センターへ

地域包括支援センター認知症サポーター養成講座受講者募集！

　市民の皆さんが主催する学習会などへ社会福祉協議会職員が出向き、仕事の内容や専門知識を
「出前」する「沼田市社会福祉協議会出前講座」を行っています。お気軽にご利用ください。
＊講座内容＊ 内容の詳細・条件等は社会福祉協議会ホームページに掲載

出 前 講 座

夜deないとフェスティバル

お問い合わせ 白沢支所　☎５３－２７２２

　上之町の大正ロマンエリア全体を歩行者天国にし、パンのお祭りを開
催します。パン屋さん＆色々な種類の屋台やキッチンカー、夏休みの工
作のワークショップなど、約20店舗が出店！たくさんの方の

ご来場をお待ちしています。

ふれあい子どもひろば  『縁じょいパン祭り』

ご 案 内

成年後見制度について

お互いさまのまちづくりについて

認知症サポーター養成講座

健康寿命を延ばそう

目指せてんとうむし（転倒無視）

季節で気を付けたいこと［夏］（熱中症予防等）

季節で気を付けたいこと［冬］（ﾋｰﾄｼｮｯｸ予防等）

30～60分

30分

90分小中学生は授業の1コマ分

30～60分

30～60分

30分

30分

生活支援係（☎２５－３２６７）

協働推進係（☎２５－３２６７）

地域包括支援センター（☎２２－１１１２）

地域包括支援センター

地域包括支援センター

地域包括支援センター

地域包括支援センター

講座名 時間 担当部署

利根支所　☎５６－４６０３

【日　時】11月１日（土）　午後４時～８時　※雨天決行
【場　所】グリーンパークふきわれ（利根町）

お問い合わせ
＊詳細は、10月頃ホームページ・フェイスブック等に掲載いたします＊

えん

【日　時】７月20日（日）
　　　　　午前10時～午後２時
【場　所】大正ロマンエリア（上之町）

イベントの
様子イベントの様子

　昨年度たくさんの方にお越しいただきました。
「夜deないとフェスティバル」を今年も開催します。

参加費無料

参加費無料

　

イベントの様子
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社協賛助会員・特別会員募集してます

＊＊＊編集後記＊＊＊

　当会の趣旨、事業にご賛同いただ
き、資金面で支えてくださる会費会員

（賛助会員：個人、特別会員：企業・
団体）へのご協力をお願いします。
　詳細につきましては、社会福祉協議
会ホームページに掲載しておりますの
で、ご確認ください。

　ふれあい総合相談では、心配ごとや悩みごとをお伺
いし、適切なアドバイスをし、必要に応じて他の専門機
関をご案内しています。相談員は定期的に研修を行っ
ています。

ふれあい総合相談の予約は不要ですので、
上記開催日の午後１時～３時の間に
お気軽にお越しください。

発行／社会福祉法人　沼田市社会福祉協議会　沼田市保健福祉センター内
　　　沼田市東原新町 1801-72
　　　☎ 0278-25-3267　FAX 0278-25-3268
　　　E メール　master@numata-shakyo.com
　　　ホームページアドレス
　　　https://www.numata-shakyo.com

白沢支所　沼田市白沢町平出 135-1　白沢創作館内
　　　　　☎0278-53-2722　FAX 0278-53-2762
利根支所　沼田市利根町大楊 1085-3　利根保健福祉センター内
　　　　　☎0278-56-4603　FAX 0278-56-4600

調査・広報委員

群馬弁護士会から派遣された弁護士が対応します。

　　　● ７月16日（水）
　　　● ８月20日（水）
　　　● ９月17日（水）
　　　● 10月15日（水）
　　　● 11月19日（水）
　　　● 12月17日（水）
　午後１時30分～午後４時

 【法の日記念無料法律相談】
　　　● 10月22日（水）
　午後１時30分～午後３時30分
　（相談時間は1人20分となります）

ふれあい総合相談

　日頃困っていることや不安、悩みごとについ
て、相談員がお話をお伺いするほか、必要に応じ
て専門機関を紹介させていただくのがふれあい総
合相談です。

相
談
日

沼田市保健福祉センター

申
込
み

場 所

　● ７月 ７・２２日（火）
　● ８月 ４・18日
　● ９月 １・16日（火）
　● 10月 ６・20日
　● 11月４（火）・17日
　● 12月１・15日
毎月第１、第３月曜日
　（祝日の場合は翌日）
午後1時～午後３時
　● 10月18日（土）
午前10時～午後３時

相
談
日

予約不要、直接相談日にお越しください。
お問い合わせ
　☎２５－３２６７

沼田市保健福祉センター

申
込
み

場 所

無料法律相談

事前に電話で予約をしてください。　
　☎２５－３２６７
＊前の月の1日より予約受付開始
　定員を超えた場合は受付できない場合も
　あります（年間１人１回まで）

〈委 員 長〉　小野要二
〈副委員長〉　井上政道・小野光一
〈委　　員〉　中島庸一・宮下　宏・井上正文・北澤　昇
　　　　　　川方一巳

　３月には群馬弁護士会所属の山本聡先
生をお迎えし、 「成年後見制度について」
の内容でご講義いただきました。

相談員研修の様子

　７月になり、今年も暑い夏になりそうです。
　６月から「WBGT値（暑さ指数）」による熱中症対策の強
化が求められ、沼田市社会福祉協議会も熱中症計を各事業
所に整備し、熱中症対策に取り組んでいます。
　皆さんも熱中症には十分に注意し、暑い夏を乗り切って
ください。　　　　　　　　　　　　委員長　小野要ニ

会費額（年額）：
1口（1,000円）以上の任意の額


